
〝
家
が
燃
え
て
い
る
！
〞〝
家
族
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
！
〞〝
近
く
の
川
が
あ
ふ
れ
そ
う
！
〞

…
こ
ん
な
と
き
に
消
防
士
と
と
も
に
駆
け
つ
け
る
の
が
、〝
地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
消
防
団
〞で
す
。

ふ
だ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
頼
も
し
い「
消
防
団
」。

地
元
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
、
き
め
細
や
か
で
迅
速
な
消
火
・
捜
索
活
動
な
ど
で

い
ざ
と
い
う
と
き
、〝
地
域
の
尊
い
命
〞を
守
り
ま
す
。

高
機
能
防
火
服
を
身
に
ま
と
い
、
新
型
車
両
も
配
備
し
た「
岡
谷
市
消
防
団
」。

本
格
的
な
厳
寒
期
に
入
り
、
ま
す
ま
す
情
熱
を
持
っ
て
任
務
に
あ
た
る
団
員
の
姿
に
迫
り
ま
す
。

O
kaya Fire

Vo
lunteer C

o
rp

s
〈
特
集
〉
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー

消
防
団

Mission ̶̶  ̶ 使命

■組　　織｜分団数：本部および11個分団
■団 員 数｜544名（男性508名・女性36名）
■平均年齢｜39.3歳

DATA of 岡谷市消防団

M
IS
SI
O
N

1
火災発生時の現場での消火をはじめ、地震や風水害といっ
た大規模災害発生時の救助・救出・警戒巡視・避難誘導・
災害防御を行います。地形・住民・水利など、地元を知っ
ているからこその強みを活かし対応にあたります。

各種災害対応

M
IS
SI
O
N

2 防火に関する啓発活動を行っています。高齢者のお宅へ行
き、変わったようすがないかを確認したり、火災予防運動
や歳末特別警戒での巡回広報活動を行っています。消防音
楽隊は、火の用心コンサートなどを通じ、防災意識の向上
に努めています。

火災予防広報

M
IS
SI
O
N

3
消火活動の基本的な操作の習得をめざし、訓練を行っていま
す。ポンプ操法の訓練は、実際の火災現場での消火を想定
して行い、全国規模での消防操法大会も実施されています。

訓　練

教えて！消防団！ Q&A  ̶  ̶ 消防団への疑問にお答えします！

Q2： だれでも入団できますか？
A2： 原則として18歳以上で、市内在住・在勤の人ならば、どな

たでも入団できます。

Q1： 消防署と消防団ってどう違うの？
A1： 消防署は、常勤の職員が常時消防業務に専念しているのに

対し、消防団は、日頃各々の職業に専念し、災害などの際
には消防団員としてその対応に当たります。また、平時にお
いても、災害に備えての訓練や予防広報、所有機材の設備
点検などにも従事します。岡谷市の場合、消防署は諏訪広
域連合に属し、消防団は岡谷市直轄の組織となります。

Q3： 報酬・手当てはありますか？
A3： 一般の団員の場合、年額で26,700円、火災出動・1回

1,000円。
  消防活動中のケガなどには、療養補償、休業補償などの補

償があります。

Q4： 任期、定年はありますか？
A4： 消防団の階級は、団長、副団長、分団長、副分団長、部長、

班長、団員となっており、班長以上の任期は1期2年で再任
は妨げないとされています。定年についてはとくに定めはあ
りません。

消防団とは？

防団は、消防本部や消防署と同様、消防組織法に基づき、それぞれの市町村に設置される消防機関。

消防防災のリーダーとして地域に密着し、住民の安心と安全を守ります。

常勤の消防職員とは異なり、火災や大規模災害発生時に自宅や職場から現場へ駆けつけ、

地域での経験を活かした消火活動・救助活動を行う非常勤特別職の地方公務員です。

近年は女性の消防団員も増え、音楽隊や高齢者宅への防火訪問などさまざまな場面で活躍しています。

消

23

特集 ◆ 地域のヒーロー 消防団特集 ◆ 地域のヒーロー 消防団

広報おかや 2月号 2021 広報おかや 2月号 2021



・エンジンカッター
・チェンソー
・油圧切断機

・折り畳みはしご
・救命胴衣
・布担架

・油圧ジャッキ
・携帯用コンクリート破壊器具
・可搬ウインチ

エンジンカッタ 折り油圧ジャッキ

Q： ふだんはどんな仕事をしていますか？

 病院に勤務し、さまざまな職種のスタッフとともに患者
さんの命を支えています。

Q： 消防団に入ろうと思ったきっかけは何ですか？

 中学生の職場体験では消防署を希望するなど、もとも
と消防への憧れがありました。父親が消防団で活躍し
ている姿を見て、消防団に入り自分も活躍したいと思
い、入団しました。

Q： 消防団に入ってよかったことを教えてください。

 実際に消防団に入団し活動をすると、火災の消火活
動のみならず、防災の呼びかけやBLS講習など、
私生活でも使える知識や経験ができることで
す。また、操法大会において、仲間と団結し、
大会に臨む楽しさもありました。

Q： 消防団に入ってみようと迷っている人へ
メッセージをお願いします。

 火災現場では命の危険もあり、チカラも必要とす
る場面もあります。しかし、地域・住民の安全
を支え、守ることができることは誇れること
であると思っています。少しでも興味あ
る人は一度声をかけてみてください。

近くに頼れる仲間が
たくさんできた
地域のみなさんのチカラに
なれると感じられるところに
やりがいを感じています。

顔見知りの人を
火災や災害から守れる
昨年は大きな火災があっ
たが、未然に防げるよ
う啓発に努めたい。

分団を超えて
仲間が増える
操法の練習などで仲
間との絆が深まる。消
防団に入ってよかった
と感じる瞬間です。

第11分団

村
むら

社
こそ

宏貴さん
第11分団

柴宮直之さん
第11分団

中野桂一さん

令和2年度には、2種類の新型消防自動車が導入されました。
火災対応に特化した「消防ポンプ車」と、人命救助に特化した「災害対応型多機能消防車」です。
これら新型車両で市内で発生するあらゆる災害に駆けつけ、高度な災害対応活動で市民の安全を守ります。

新消防ポンプ車
火災対応

最新のポンプ性能と放水不良など
の原因を感知する情報表示シス
テムを備えてます。

災害対応型
多機能消防車

人命救助

大規模震災などの建物の倒壊時に速
やかに救出活動を行える救助機材
を搭載。救助に特化した岡谷市
消防団初となる車両。

デザイン
消防団の法被をイメージしたライン。一致団
結して活動することをイメージしています。

ホースカー
ホース8本160m

ホースキャリーバック
65mmホース2本収納、筒先（つつさき）
も装備できます。

多様な救助資機材
シャッター内部に数々の救助資機材を
収納しています。

ポンプ
水ポンプはA2級（放水量毎分2,600L ／
一般的なお風呂約10杯分）

小型動力ポンプと
電動油圧昇降装置
車両後部に設置した電動油圧昇降装置
で小型ポンプを昇降できます。ポンプは
自動中継機能を持った最新ポンプで、全
自動運転が可能なため、一度設置した
らその場を離れることができます。

【車両仕様】
四輪駆動：オートマチック
定員：6名
総重量：4,910kg
全長：5.66m
全幅：1.89m
全高：2.44m
排気量：3,000cc 
ディーゼルターボエンジン

【車両仕様】
四輪駆動：オートマチック
定員：6名
総重量：4,410kg
全長：5.1m
全幅：1.89m
全高：2.5m
排気量：3,000cc 
ディーゼルターボエンジン

高輝度照明装置
マストと一体となった外付け型の照明装置
で、マストは電動シリンダーで90度可動
します。LED160W相当2灯分の明るさ
があります。

平時は、通常の仕事をしている消防団員。勤務中に出動命令がないとも限
りません。消防団協力事業所に勤務する山﨑俊亮さんは、出動命令が発せ
られると、勤務先の了解を得て災害現場へ駆けつけます。

8:008:00
出勤・通常勤務出勤・通常勤務

15:0015:00
火災発生・火災発生・
出動命令出動命令

15:3015:30
現場到着・現場到着・
消火活動消火活動

18:0018:00
屯所に戻り片づけ屯所に戻り片づけ

19:0019:00
帰社帰社

※取材協力：消防団協力事業所  岡谷酸素株式会社

「消防団協力事業所表示制度」とは、勤務時間中の消防
活動への便宜や従業員の入団促進など、消防団に協力し
ている事業所を広く紹介する制度です。現在岡谷市では
24の事業所が登録し、地域防災に貢献しています。

消防団協力事業所表示制度

岡谷市消防団は、他の市町村とくらべて女性団員が多いの
が特徴です。消防団には、避難所での女性やお年寄りのケア、
訪問防火指導など、女性ならではの活躍する場がたくさんあ
ります。

女性消防団員として活躍中の
武井琴音さんに
お話を聞きました。

One day of 消防団員 消防団協力事業所に勤務する
第8分団 山﨑俊亮さんのある1日

15:1515:15

屯屯
とんとん

所に到着・所に到着・
準備準備

搭乗・緊急出動搭乗・緊急出動
15:2015:20

Vo
ice o

f 
消
防
団
！

消防団員
インタビュー

新型車両が導入されました！We've got new fire engines! 

女性団員女性団員もも活躍中！活躍中！

すると、火災の消火活
けやBLS講習など、
験ができることで
仲間と団結し、
。

迷っている人へ迷っている人へ
。

チカラも必要とす
地域・住民の安全
は誇れること
も興味あ
さい。

近くに頼
たくさん
地域のみな
なれると感
やりがいを感

第1

村
むら

仲間が
た
チカラに
ところに
ます。

顔見知り
火災や災
昨年は大き
たが、未然
う啓発に努

貴さん
第

柴

を
ら守れる
があっ
げるよ

分団を
仲間が
操法の練
間との絆
防団に入
と感じ

直之さん
第1

中

不良など
表示シス

ポン
ポ

第6分団  武井琴音さん （24歳／看護師）
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地
域
の
応
援
で
も
っ
と
輝
け
る
。

　

岡
谷
市
消
防
団
長
と
し
て
、「
全
団
員
、
全
分
団
を
ま
と

め
る
」と
い
う
思
い
を
胸
に
、
地
域
の
安
全
安
心
に
努
め
る
武

井
清
和
さ
ん
。

　

市
の
教
育
委
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
を
経
験
し
、
平
成

19
・
20
年
度
、
地
域
の
人
々
に
推
さ
れ
て
第
6
分
団
の
分
団

長
に
就
任
。
そ
の
後
、
平
成
27
・
28
年
度
の
岡
谷
市
消
防
団

副
団
長
を
経
て
、
平
成
31
年
4
月
に
岡
谷
市
消
防
団
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

分
団
長
時
代
に
は
、
操
法
大
会
に
向
け
て
早
朝
の
訓
練
か

ら
立
ち
合
い
、地
域
の
行
事
へ
の
参
加
の
ほ
か
、災
害
時
に
は
、

団
員
の
安
全
な
活
動
を
守
る
た
め
に
消
火
活
動
の
指
揮
に
当

た
る
な
ど
分
団
の
先
頭
に
立
ち
、
現
在
は
、
岡
谷
市
消
防
団

長
と
し
て
、市
消
防
団
を
指
揮
す
る
重
責
を
担
う
武
井
団
長
。

「
特
別
な
年
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
振
り
返
る
、
昨
年
の
消

防
団
の
よ
う
す
と
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

●
昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
の
よ
う
す
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

団
長
：
昨
年
は
、
年
度
初
め
か
ら
予
想
を
超
え
た
大
変
な

事
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
訓

練
や
行
事
、
大
会
な
ど
で
、
大
勢
で
集
ま
る
機
会
の
多
い
団

員
に
向
け
て
「
有
事
の
際
の
災
害
対
策
に
万
全
を
尽
く
す
こ
と

が
岡
谷
市
消
防
団
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
責

任
あ
る
行
動
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
」と
い
う
思
い
で
、

「
感
染
防
止
の
た
め
の
行
動
指
針
」
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
伝
統
の
操
法
大
会
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
な
ど
が
史
上

初
め
て
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
有
事
の
際
に
力
を

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
消
防
団
員
の
健
康
・
安
全
を
守

る
こ
と
こ
そ
が
、
市
民
の
安
心
安
全
に
つ
な
が
る
と
、
苦
渋

の
決
断
を
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、団
員
に
は
市
民
の
模
範
と
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

●
消
防
団
の
よ
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

団
長
：
仕
事
以
外
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

母
体
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
つ
な
が
り
を
維
持
し

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
活
動
を
す

る
こ
と
で
、
人
間
と
し
て
の
魅
力
も
増
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

●
消
防
団
、
市
民
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

団
長
：
使
命
感
を
持
っ
て
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る
消
防
団

は
、
地
域
に
必
要
な
組
織
で
す
。
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
岡
谷
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
、
若
い
人

た
ち
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
地
域
の

人
た
ち
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
消
防
団
の
こ
と
を
、
よ
り
知
っ
て

応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
団

員
も
さ
ら
に
輝
い
て
活
躍
し
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

地
元
を
知
り
つ
く
す

消
防
団
に
全
幅
の

信
頼
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
、
消
防
署
と
消
防
団
は「
車
の
両
輪
」に
例
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
安
全
と
い
う
目
的
地
に
は
、
ど
ち
ら
の
車
輪
が
欠
け
て
も

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
消
防

署
と
消
防
団
の
関
係
を
表
す
と
て
も
良
い
例
え
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
諏
訪
広
域
消

防
は
、
平
成
27
年
に
、
諏
訪
圏
域
６
消
防
署
２
分
署
の
人
員・

機
材
を
一
元
的
に
管
理
、
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
到

着
時
間
の
短
縮
や
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
の
初
動
体
制
が
大
幅
に

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
常
備
消
防
の
消
防
力
は
、
平
時
の
災
害

対
応
を
基
準
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
広
域
消
防
職
員

の
人
数
は
、
岡
谷
市
消
防
団
員
定
数
の
半
分
以
下
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
常
備
消
防
力
の
限
界
を
超
え
る
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
地
元
消
防
団
は
無
く
て
は
な

ら
な
い
、
唯
一
無
二
の
存
在
と
な
り
ま
す
。

　

震
災
列
島
日
本
を
象
徴
し
た「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」、「
東

日
本
大
震
災
」で
は
、
道
路
の
寸
断
な
ど
で
時
間
の
か
か
る
消

防
隊
を
待
つ
間
に
、
成
す
術
も
な
く
愛
す
る
家
族
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
…
。
こ
う
し
た
悲
し
い
事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

近
年
、
消
防
団
幹
部
の
み
な
さ
ん
と
、
大
規
模
震
災
に
備

え
、
本
市
消
防
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
岡
谷
市
消
防
団

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
答
え
の
一
つ
が
、
本
年
度
導
入
配
備
し
た
「
新
型
ポ

ン
プ
車
」と「
災
害
対
応
型
多
機
能
消
防
車
」で
す
。
災
害
現

場
で
培
わ
れ
た
強
き
ょ
う

靭じ
ん

な
精
神
力
を
持
つ
消
防
団
員
が
最
強
の

武
器
を
携
え
た
と
き
、
鬼
神
の
ご
と
き
活
躍
で
災
害
を
ね
じ

伏
せ
、
地
域
の
人
々
を
守
り
抜
い
て
く
れ
る
。
市
や
消
防
関

係
者
一
同
そ
う
信
じ
て
配
備
し
、
今
後
も
配
備
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
常
備
消
防
も
、
地
元
を
知
り
つ
く
し
、
人
員
・
機

材
、
結
束
力
に
優
れ
る
消
防
団
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
明
る
く
元
気
で
、
心
根
の
や
さ
し
い
消
防
団

員
か
ら
成
る
岡
谷
市
消
防
団
が
、
近
代
装
備
を
ま
と
い
、
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
、
消
防
署
、
消
防
団
が
互
い
に
連
携

し
、
補
完
し
合
う
こ
と
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
、
安
全

を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
消
防
団
の
存
在

が
い
か
に
心
強
く
、
頼
り
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
改
め
て

知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

消
防
署
長
に
聞
く「
消
防
団
と
は
」

消
防
団
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

消防団について、わかっていただけたでしょうか。
身近な“地域のヒーロー ”にあなたもなってみませんか？
消防団では、常にあなたの入団を待っています！
消防団協力事業所へのお問い合わせも
お待ちしています！

Let's join 消防団!  ̶  ̶ 消防団に入りませんか？

■入団資格
市内在住または在勤の

18歳以上の人
■問合せ
岡谷市総務部消防課
（諏訪広域消防本部 岡谷消防署内）

☎22-4119
E-mail shobo@city.okaya.lg.jp

W
e need

 消
防
団
！

市民のために活動する消防団のために、県や市には
消防団をサポートする制度があります。
県・市それぞれの登録ショップで割引・特典の付与な
どのサービスを受けることができます。

取材に協力いただいた第11分団のみなさん。和気あいあいと、
楽しく取材に応じてくれました。明るく楽しい前向きな雰囲気も
消防団の魅力のひとつです。 ※登録店舗募集中です※登録店舗募集中です

信州消防団員信州消防団員
応援ショップ事業応援ショップ事業

どのサービスを受けることができます。

岡谷市消防団員岡谷市消防団員
サポートショップ事業サポートショップ事業

地元商店も消防団を
応援しています！

応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
団

員
も
さ
ら
に
輝
い
て
活
躍
し
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

え
、
本
市
消
防
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
岡
谷

消
身
消
消
お

Le

わたしたちといっしょに
消防団で活躍して
みませんか？
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諏訪広域消防岡谷消防署

大下彰一署長
平成19・20年度に第6分団の分団長に就
任。平成27・28年度に副団長、平成31
年4月より岡谷市消防団長。

岡谷市消防団

武井清和団長


